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退
連
か
ら
人
見
会
長
、
野
田
事

務
局
長
ほ
か
事
務
局
が
参
加
し
、

「
年
金
保
障
制
度
の
維
持
・
改
善
」

に
つ
い
て
要
請
し
、
厚
労
省
か
ら

は
黒
田
総
括
審
議
官
、
高
杉
渉
外

調
整
係
長
が
対
応
し
ま
し
た
。
要

請
書
手
交
後
、
人
見
会
長
よ
り

「
年
金
額
は
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ

イ
ド
制
度
で
実
施
さ
れ
て
い
る

が
今
後
の
見
直
し
に
よ
っ
て
は

様
々
な
問
題
が
出
て
く
る
の
で
、

年
金
額
が
極
端
に
下
が
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た

い
。 ま

た
、
財
務
省
と
の
調
整
も
ぜ

ひ
や
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
要
請

し
ま
し
た
。
黒
田
統
括
審
議
官
は
、

「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
制
度

や
短
時
間
労
働
者
の
関
係
に
つ

い
て
は
社
会
保
障
審
議
会
の
年

金
部
会
で
検
討
し
て
い
て
、
重
要

な
テ
ー
マ
の
扱
い
と
な
っ
て
い

る
。
連
合
か
ら
も
委
員
が
出
席
し

て
い
る
の
で
多
く
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
」
ま

た
「
短
時
間
労
働
者
の
被
用
者
年

金
問
題
に
つ
い
て
も
、
す
で
に
議

論
が
始
ま
っ
て
い
る
。
被
用
者
年

金
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
拡
大

し
て
き
た
が
来
年
10
月
で
50
人

規
模
超
に
な
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
全
世
代
型
社
会
保
障
制
度
な

ど
、
財
政
検
証
と
併
せ
て
、
幅
広

い
議
論
の
な
か
で
検
討
し
て
い

き
た
い
」
と
の
考
え
方
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
最
後
に
年
金
保
険
制
度

等
の
検
討
を
進
め
る
に
あ
た
っ

て
は
、
退
職
者
連
合
や
連
合
な
ど

働
く
者
の
声
を
反
映
す
る
よ
う

要
請
を
し
て
終
了
し
ま
し
た
。 

   

 

住
宅
局
へ
の
要
請
に
は
、
人
見

会
長
、
野
田
事
務
局
長
、
川
端
常

任
幹
事
、
山
岸
自
治
退
・
都
市
交

通
連
協
議
会
会
長
ほ
か
事
務
局

が
参
加
し
、
住
宅
局
か
ら
は
、
津

曲
安
心
居
住
推
進
課
長
ほ
か
担

当
者
4
人
が
対
応
し
ま
し
た
。 

 

住
宅
局
に
対
し
て
は
、
社
会
保

障
の
住
宅
整
備
と
し
て
「
住
宅
困

窮
者
の
社
会
的
保
障
」
と
「
過
剰

住
宅
、
老
朽
時
対
策
を
欠
く
住
宅

を
生
ま
な
い
住
宅
政
策
の
計
画
」

を
求
め
る
要
請
を
行
い
ま
し
た
。 

津
曲
安
心
居
住
推
進
課
長
か

ら
、「
要
請
さ
れ
た
内
容
に
つ
い

て
は
認
識
し
て
い
る
。
現
在
、
厚

労
省
と
法
務
省
の
担
当
部
門
と

検
討
し
ヒ
ア
リ
ン
グ
中
で
あ
り
、

ま
だ
方
向
性
は
出
て
い
な
い
が

引
き
続
き
検
討
し
て
、
経
過
等
に

つ
い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。 過

剰
住
宅
等
に
つ
い
て
は
、
非

常
に
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
の

で
、
耐
震
等
の
安
心
・
安
全
に
つ

い
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。 

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
に
つ

い
て
は
、
ま
ず
地
域
で
議
論
し
て

も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
コ
ン
パ
ク

ト
プ
ラ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
取

り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
有
効

と
考
え
て
い
る
。
立
地
適
正
化
計

画
も
、
現
段
階
で
約
1700
自
治
体

の
内
504
都
市
＋
α
で
あ
り
、
令

和
6
年
度
に
は
600
都
市
を
目
標

と
し
て
地
域
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
」
な
ど
の
考
え
方
が

示
さ
れ
ま
し
た
。 

  

関
係
省
庁
、
政
党
に
要
請

23
年
度
政
策
・制
度
要
求
を 

 

退
職
者
連
合
は
、
第
27
回
定
期
総
会
で
議
決
さ
れ
た
「
政
策
・
制
度
要

求
」
に
基
づ
き
、
関
係
省
庁
、
政
党
へ
の
要
請
行
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

8
月
21
日
に
厚
労
省
、
22
日
に
社
民
党
と
立
憲
民
主
党
、
23
日
に
国
土

交
通
省
、
24
日
に
財
務
省
対
し
て
要
請
を
行
い
ま
し
た
。 

厚
生
労
働
省 

8/21 

＜TEL＞ 03-5295-0507  ＜FAX＞ 03-5295-0541  ＜e-mail＞ ntr@sv.rengo-net.or.jp 

 

■発  行  日本退職者連合 

■発行人  野 田 那 智 子 

■連絡先  〒101-0062  

東京都千代田区神田駿河台 3-2-11 

ふれあい情報 
 

2023年 8月 30日（水） 第 367号 

国
土
交
通
省  

 

国
土
交
通
省 

8/23 

 
 
 

住
宅
局 

左：黒田統括審議官 右：人見会長 

津曲安心居住推進課長へ要請書手交 
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総
合
政
策
局
交
通
課
か
ら
は
、

八
木
交
通
政
策
課
長
ほ
か
課
長

補
佐
4
名
が
対
応
し
ま
し
た
。 

人
見
会
長
か
ら
「
退
職
者
連
合

の
総
会
で
確
認
し
た
政
策
・
制
度

要
求
に
は
様
々
な
課
題
が
あ
る

が
、
と
く
に
高
齢
化
が
進
む
中
で

公
共
交
通
の
確
保
が
重
要
な
課

題
に
な
っ
て
い
る
。
積
極
的
に
対

応
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。 

交
通
課
か
ら
は
、「
公
共
性
の

高
い
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
は
国

と
自
治
体
が
一
体
と
な
っ
て
進

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

先
の
国
会
で
法
改
正
も
行
わ

れ
、「
社
会
資
本
整
備
総
合
資
金
」

の
活
用
も
可
能
と
な
っ
た
。
バ
リ

ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て
も
ハ
ー
ド

と
ソ
フ
ト
が
一
体
と
な
っ
た
実

効
性
を
確
保
す
る
た
め
基
準
の

適
切
な
運
用
に
努
め
る
。
地
域
の

公
共
交
通
環
境
に
つ
い
て
は
、
交

通
事
業
者
だ
け
で
な
く
福
祉
事

業
者
や
医
療
、
学
校
な
ど
地
域
の

様
々
な
関
係
者
と
検
討
し
て
、
あ

る
べ
き
姿
を
求
め
て
い
き
た
い
」

な
ど
の
考
え
方
が
示
さ
れ
ま
し

た
。 

   

退
連
か
ら
は
、
人
見
会
長
、
野

田
事
務
局
長
、
川
端
常
任
幹
事
ほ

か
事
務
局
参
加
し
、
人
見
会
長
よ

り
「
税
制
は
社
会
保
障
制
度
と
同

様
に
関
心
が
あ
る
内
容
な
の
で

国
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
健

全
な
財
政
運
営
を
進
め
て
も
ら

い
た
い
」
と
挨
拶
し
「
個
人
所
得

税
・
法
人
税
・
消
費
税
・
国
際
連

帯
税
」
の
要

請
を
し
ま

し
た
。 

財
務
省

か
ら
は
、
松

田
主
税
局

参
事
官
補

佐
、
大
隅
参

事
官
補
佐
ほ
か
課
長
補
佐
3
名

が
対
応
し
ま
し
た
。 

個
人
所
得
税
関
係
で
は
「
全
体

的
に
は
方
向
性
は
同
じ
認
識
で

あ
り
、
控
除
方
法
な
ど
に
つ
い
て

引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
た
い
」

法
人
税
関
係
は
「
昨
年
よ
り
も
検

討
状
況
と
し
て
は
進
ん
で
い
る
。

課
税
の
公
平
性
や
信
頼
の
確
保

は
極
め
て
重
要
で
あ
り
引
き
続

き
検
討
し
て
い
く
」
消
費
税
や
国

際
連
帯
税
に
つ
い
て
も
「
こ
れ
ま

で
の
内
容
や
状
況
を
慎
重
に
分

析
し
て
検
討
し
て
い
く
」
な
ど
の

回
答
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

  

 

 

社
民
党

へ
の
要
請

は
、
退
連
か

ら
人
見
会

長
、
野
田
事

務
局
長
、
川

端
常
任
幹

事
他
事
務
局
が
参
加
。
社
民
党
か

ら
は
福
島
党
首
、
服
部
幹
事
長
他

事
務
局
が
対
応
し
ま
し
た
。 

人
見
会
長
よ
り
2023

年
度
政

策
・
制
度
要
求
内
容
の
防
衛
費
予

算
、
年
金
制
度
、
短
時
間
労
働
者

適
用
拡
大
、
介
護
保
険
制
度
な
ど

主
要
課
題
に
つ
い
て
説
明
し
、
そ

の
後
意
見
交
換
行
い
ま
し
た
。 

退
職
者
連
合
が
取
り
組
ん
で

い
る
「
健
康
保
険
証
廃
止
の
撤
回

を
求
め
る
団
体
署
名
の
取
り
組

み
」
や
「
低
所
得
高
齢
単
身
女
性

問
題
」
な
ど
に
つ
い
て
も
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。 

    

立
憲
民
主
党
へ
の
要
請
は
、
退

連
か
ら
人
見
会
長
、
野
田
事
務

局
長
、
川
端
常
任
幹
事
他
事
務

局
が
参
加
、
立
憲
民
主
党
か
ら

は
大
島
企
業
団
体
交
流
委
員
会

委
員
長
、
早
稲
田
衆
議
院
議

員
、
金
子
衆
議
院
議
員
ほ
か
事

務
局
お
よ
び
Web
参
加
者
も
含
め

行
い
ま
し
た
。 

 

意
見
交
換
で
は
、
マ
イ
ナ
保

険
証
の
問
題
は
厚
労
委
員
会
で

保
険
証
の
存
続
を
求
め
る
要
請

を
し
、
今
後
健
康
保
険
証
の
存

続
を
求
め
る
議
員
立
法
案
の
準

備
を
進
め
て
い
る
。 

 

デ
ジ
タ
ル
化
は
必
要
と
思
う
が

個
人
情
報
保
護
や
IT
弱
者
へ
の

対
応
な
ど
丁
寧
に
寄
り
添
っ
た

対
応
が
必
要
。
ま
た
、
介
護
保

険
制
度
に
つ
い
て
も
厚
労
委
員

の
中
で
担
当
を
決
め
て
対
応
し

て
い
る
な
ど
取
り
組
み
を
共
有

し
ま
し
た
。 

 

財
務
省 

8/24 

社
会
民
主
党 

8/22 

立
憲
民
主
党 

8/22 

8月 24日（木）に開催された連合中執会議に人見

会長と野田事務局長が出席し、第 27回定期総会の

報告と運動方針、政策・制度要求について説明し、

現退一致の取り組みなどの 

呼びかけを行いました。 

連合本部第23回中央執行委員会に出席    

 

国
土
交
通
省 

8/23 

総
合
政
策
局 

八木交通政策課長へ要請書手交 

松田主税局参事官補佐へ要請書手交 

社民党福島党首へ要

 

立憲民主党への要請行動 


